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地域における行政栄養士による健康づくり及び 

栄養・食生活の改善について 

 

地域における行政栄養士（地方公共団体において地域住民に対する栄養指導 

等に従事する管理栄養士等をいう。以下同じ。）による健康づくり及び栄養・ 

食生活の改善に関する施策については、地域保健法（昭和２２年法律第  

１０１号）及び健康増進法（平成１４年法律第１０３号）に基づき実施され、 

食育基本法（平成１７年法律第６３号）及び高齢者の医療の確保に関する法律

（昭和５７年法律第８０号）に基づく特定健康診査及び特定保健指導等により、

保健対策において健康づくり及び栄養・食生活の改善を推進することが一層重

要となってきている。 

今般、地域保健対策の推進に関する基本的な指針（平成６年厚生省告示第３

７４号）及び国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針（平

成１５年厚生労働省告示第１９５号）が改正されたことに伴い、健康日本２１

（第二次）の推進とともに、下記により、地域における行政栄養士による健康

づくり及び栄養・食生活の改善の一層の推進が図られるようお願いする。各都

道府県においては、管内市町村（保健所設置市及び特別区を除く。）等に周知

を図るとともに、その円滑な実施について遺憾なきよう御指導願いたい。 

なお、市町村における行政栄養士の配置については、地方交付税の算定対象 

となっていることを申し添える。 

また、本通知は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４５条の４に基 

づく技術的助言であることを申し添える。 

この通知の施行をもって「地域における行政栄養士による健康づくり及び栄

養・食生活の改善について」（平成２０年１０月１０日付け健発第１０１００

０３号）は廃止する。 

  



 

記 

 

 

１ 都道府県及び市町村（特別区を含む。以下同じ。）は、健康日本２１（第 

二次）の着実な推進に向け、栄養・食生活の改善が、生活習慣病の発症予防と

重症化予防の徹底、子どもや高齢者の健康、社会環境の整備の促進に関わるこ

とから、健康づくりや栄養・食生活の改善の重要な担い手である行政栄養士が、

優先されるべき施策の企画、実施及び評価を行うことができる体制を整備する

こと。 

特に、医療費の適正化等、持続可能な地域社会の実現に向け、予防可能な疾

患の発症及び重症化予防の徹底を図るために、多職種協働により、特定健診・

特定保健指導の結果や各種調査結果等の総合的な分析を通して、地域の優先的

な健康課題を明確にするとともに、行政栄養士がその背景にある食事内容、食

習慣及び食環境を特定し、改善に取り組む体制の確保に努めること。 

 

２ 都道府県及び市町村は、行政栄養士の職務の重要性にかんがみ、行政栄養士

の計画的かつ継続的な確保に努めること。この際、健康づくり、母子保健、

介護予防及び介護保険、国民健康保険等の地域保健対策の推進のための業務

を担当する各部門（企画調整部門を含む。）に、地域の実情に応じ、行政栄

養士を配置するよう努めること。 

  あわせて、都道府県においては、行政栄養士が未配置である市町村に対し、

その配置を促すため、当該市町村における行政栄養士の配置計画の作成等に

関して必要な支援を行うよう努めること。 

 

３ 都道府県及び市町村は、健康づくり及び栄養・食生活の改善に関する施策の

推進及び行政栄養士の育成に当たって、配置の現状と施策の成果が最大に得

られるような配置の姿を勘案し、職位や業務年数に応じて求められる能力が

発揮できる適切な配置に努めるとともに、求められる能力が獲得できるよう、

行政栄養士に対する現任教育を体系的に実施すること。 


